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衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
建
屋
の
止
水
」
工
事
に
お
け
る
作
業
被
曝
等
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
汚
染
水
へ
の

対
応
に
関
し
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
対
策
推
進
会
議
（
当
時
）
の
下
に
設
置
さ
れ
た
汚
染
水
処
理
対
策

委
員
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
原
子
炉
建
屋
等
の
内
側
に
お
け
る
水
位
が
原
子
炉
建
屋
等
の
外
側
に

お
け
る
水
位
よ
り
低
い
場
合
、
原
子
炉
建
屋
等
の
内
側
に
あ
る
汚
染
水
が
原
子
炉
建
屋
等
の
外
部
に
流
出
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、
原
子
炉
建
屋
の
水
位
と
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
水
位
及
び
両
建
屋
外
に
汚
染
水
を
流
出
さ
せ
な
い
た
め
の
水
位

の
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
よ
り
報
告
を
受
け
て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

東
京
電
力
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
原
子
炉
建
屋
等
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
等
の
状
況
に
つ
い

て
、
継
続
し
て
計
測
し
て
お
り
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
た
際
に
は
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一



二
に
つ
い
て

汚
染
水
処
理
対
策
委
員
会
が
平
成
二
十
五
年
五
月
三
十
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
地
下
水
の
流
入
抑
制
の
た
め
の
対
策
」
に

お
い
て
は
、
原
子
炉
建
屋
等
の
隙
間
等
を
塞
ぐ
こ
と
（
以
下
「
建
屋
の
止
水
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
貫
通
部
等
の
止

水
策
は
、
流
入
量
が
多
い
箇
所
で
の
止
水
方
法
の
確
立
、
高
線
量
下
で
の
作
業
員
の
被
ば
く
対
策
等
、
技
術
的
に
非
常
に
難

易
度
が
高
い
が
、
陸
側
遮
水
壁
の
設
置
、
サ
ブ
ド
レ
ン
に
よ
る
水
位
管
理
等
の
他
の
対
応
策
が
機
能
し
な
い
場
合
で
も
、
建

屋
内
へ
の
地
下
水
の
流
入
抑
制
の
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
は
、
原
子
炉

建
屋
等
へ
の
地
下
水
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
建
屋
の
止
水
以
外
に
も
重
層
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
東

京
電
力
に
お
い
て
、
こ
の
対
策
の
具
体
的
な
進
め
方
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
中
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
遮
水
壁

の
方
式
に
係
る
複
数
の
対
策
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
凍
土
壁
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
建
屋
の
止
水
に
つ
い
て
は
、
遮
水
壁
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
必
要
と
考
え
て
お
り
、
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
と
と

も
に
、
作
業
被
ば
く
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

二


